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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いた通信のために第１のアンテナと第２のアン
テナとを使用するユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において第２のＲＡＴに関連
する手順のために前記第２のアンテナが使用されるべきであると決定することを備え、
　前記決定に基づいて前記第１の時間において前記第１のＲＡＴを用いた前記通信のため
にＵＥランクインデックス（ＲＩ）を初期値から低減された値に低減することと、
　前記第１の時間の前に前記ＵＥ　ＲＩを前記低減された値に低減するようにとの要求を
ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが前記送信に応答して肯定応答を受信したとき、前記第２のＲＡＴに関連する
前記手順を実施するために前記第２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴ
に離調させることと、
　前記ＵＥが前記送信に応答して前記肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの前記低
減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲＡＴを用いた通信を実施す
ることと、
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記肯定応答を受信しないとき、前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに前記離調させるのを控えること
と、前記ＵＥ　ＲＩを前記初期値に戻すことと、
　前記ＵＥが前記肯定応答を受信しないとき、前記第１の時間の後に前記ＵＥ　ＲＩを前
記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に低減するようにとの前記要求の後続のインスタンスを
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前記ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記要求の前記後続のインスタンスの肯
定応答を受信しないとき、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順を実施するために前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに離調させることと、
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲ
ＡＴを用いた通信を実施することと
　によって特徴付けられる、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記第２のアンテナが、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順のために使用される間、
前記第２のアンテナが前記第１のＲＡＴを用いた通信のために利用不可能である、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が実施された後に、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値
に復帰するようにとの要求を前記ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値に復帰するようにとの前記要求の前記送信に
応答して前記ネットワークエンティティから肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの
前記初期値に従って前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとを介して前記第１のＲＡ
Ｔを用いた通信を実施することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記要求の前記後続のインスタンスは、前記要求の前記後続のインスタンスの前の前記
要求が前記ネットワークエンティティに送信されるサブフレームよりも早いサブフレーム
において前記ネットワークエンティティに送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記送信することは、
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の
開始の前に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも部分的に
重複するとき、前記第１の時間の前に前記ネットワークエンティティに前記要求を送信す
ること、または
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の
開始の後に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも部分的に
重複するとき、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間の前記開始の前に前記ネッ
トワークエンティティに前記要求を送信すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記初期値に復帰するようにとの前記要求を前記ネットワークエンティティに前記送信
することは、
　前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間が終了する時間と、前記第２のＲＡＴに関連
する前記手順の実施が終了する時間とのうちの遅いほうの時間において、前記ＵＥ　ＲＩ
の前記初期値に復帰するようにとの前記要求を前記ネットワークエンティティに送信する
ことを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に基づいてチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）ま
たはプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）のうちの少なくとも１つを更新するこ
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いた通信のために第１のアンテナと第２のアン
テナとを使用するユーザ機器（ＵＥ）である、ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のために前記第２のアンテナが使用さ
れるべきであると決定するための手段を備え、
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　前記決定に基づいて前記第１の時間において前記第１のＲＡＴを用いた前記通信のため
にＵＥランクインデックス（ＲＩ）を初期値から低減された値に低減するための手段と、
　前記第１の時間の前に前記ＵＥ　ＲＩを前記低減された値に低減するようにとの要求を
ネットワークエンティティに送信するための手段と、
　前記ＵＥが前記送信に応答して肯定応答を受信したとき、前記第２のＲＡＴに関連する
前記手順を実施するために前記第２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴ
に離調させるための手段と、
　前記ＵＥが前記送信に応答して前記肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの前記低
減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲＡＴを用いた通信を実施す
るための手段と、
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記肯定応答を受信しないとき、前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに前記離調させるのを控えるため
の手段と、前記ＵＥ　ＲＩを前記初期値に戻すための手段と、
　前記ＵＥが前記肯定応答を受信しないとき、前記第１の時間の後に前記ＵＥ　ＲＩを前
記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に低減するようにとの前記要求の後続のインスタンスを
前記ネットワークエンティティに送信するための手段と、
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記要求の前記後続のインスタンスの肯
定応答を受信しないとき、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順を実施するために前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに離調させるための手段と、
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲ
ＡＴを用いた通信を実施するための手段と
　によって特徴付けられる、装置。
【請求項９】
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が実施された後に、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値
に復帰するようにとの要求を前記ネットワークエンティティに送信するための手段と、
　前記ＵＥが、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値に復帰するようにとの前記要求の前記送信に
応答して前記ネットワークエンティティから肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの
前記初期値に従って前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとを介して前記第１のＲＡ
Ｔを用いた通信を実施するための手段と
　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　送信するための前記手段は、
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の
開始の前に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも部分的に
重複するとき、前記第１の時間の前に前記ネットワークエンティティに前記要求を送信す
ること、または
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時
間の前記開始の後に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも
部分的に重複するとき、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間の前記開始の前に
前記ネットワークエンティティに前記要求を送信すること
　を行うように構成された、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いた通信のために第１のアンテナと第２のアン
テナとを使用するユーザ機器（ＵＥ）のためのコンピュータプログラムであって、
　請求項１乃至７のいずれか１項の方法を前記ＵＥに実施させるためのプロセッサ実行可
能な命令を備える、コンピュータ可読記録媒体に記憶されたコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
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　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年１
１月１２日に出願された「ＰＲＯＡＣＴＩＶＥ　ＲＩ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　ＩＮ　Ｓ
ＬＴＥ　ＥＮＡＢＬＥＤ　ＭＯＤＥＭ　ＴＯ　ＡＣＨＩＥＶＥ　ＨＩＧＨＥＲ　ＴＨＲＯ
ＵＧＨＰＵＴ」と題する米国仮出願第６１／９０３，３２０号、および２０１４年５月７
日に出願された「ＰＲＯＡＣＴＩＶＥ　ＲＡＮＫ　ＩＮＤＥＸ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　
ＩＮ　ＳＬＴＥ　ＥＮＡＢＬＥＤ　ＭＯＤＥＭ　ＴＯ　ＡＣＨＩＥＶＥ　ＨＩＧＨＥＲ　
ＴＨＲＯＵＧＨＰＵＴ」と題する米国特許出願第１４／２７２，２６０号の利益を主張す
る。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、離調およびランクインデ
ックス管理に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ（登録商標））によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーショ
ンズシステム（ＵＭＴＳ）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効
率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクトルを
利用すること、また、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（
ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用し
て他のオープン規格とより良く統合することによって、モバイルブロードバンドインター
ネットアクセスをより良くサポートするように設計されている。しかしながら、モバイル
ブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改
善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採
用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。一態様では、本方法は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いた通信のために
第１のアンテナと第２のアンテナとを使用するユーザ機器（ＵＥ）によって実施される。
本方法によれば、ＵＥは、第１の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のために第２
のアンテナが使用されるべきであると決定し、この決定に基づいて第１の時間において第
１のＲＡＴを用いた通信のためにＵＥランクインデックス（ＲＩ：rank index）を初期値
から低減された値に低減する。
【０００６】
　[0006]別の態様では、本装置は、第１のＲＡＴを用いた通信のために第１のアンテナと
第２のアンテナとを使用するＵＥであり得る。本装置は、メモリと、メモリに結合された
少なくとも１つのプロセッサとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、第１の時間にお
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いて第２のＲＡＴに関連する手順のために第２のアンテナが使用されるべきであると決定
することと、この決定に基づいて第１の時間において第１のＲＡＴを用いた通信のために
ＵＥ　ＲＩを初期値から低減された値に低減することとを行うように構成される。
【０００７】
　[0007]別の態様では、本装置は、第１の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のた
めに第２のアンテナが使用されるべきであると決定するための手段を含む。本装置は、決
定に基づいて第１の時間において第１のＲＡＴを用いた通信のためにＵＥ　ＲＩを初期値
から低減された値に低減するための手段をさらに含む。
【０００８】
　[0008]別の態様では、第１のＲＡＴを用いた通信のために第１のアンテナと第２のアン
テナとを使用するＵＥのためのコンピュータプログラム製品が提供され得る。コンピュー
タプログラム製品は、第１の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のために第２のア
ンテナが使用されるべきであると決定するためのコードと、この決定に基づいて第１の時
間において第１のＲＡＴを用いた通信のためにＵＥ　ＲＩを初期値から低減された値に低
減するためのコードとを備えるコンピュータ可読媒体を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】[0009]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0010]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0011]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0012]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0013]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0014]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７】[0015]例示的な一実施形態による、様々なＲＡＴと相互作用している２つのアン
テナをもつＵＥを示す例示的な図。
【図８Ａ】[0016]本開示による一実施形態を示す例示的な絵図。
【図８Ｂ】本開示による一実施形態を示す例示的な絵図。
【図９】[0017]例示的な一実施形態による離調プロセスを示す流れ図である。
【図１０Ａ】[0018]ＲＦ　ＲｘチェーンのためのＬＴＥスリープ持続時間およびＧＳＭ（
登録商標）アクティブ化持続時間のシナリオを示す例示的な図。
【図１０Ｂ】ＲＦ　ＲｘチェーンのためのＬＴＥスリープ持続時間およびＧＳＭアクティ
ブ化持続時間のシナリオを示す例示的な図。
【図１０Ｃ】ＲＦ　ＲｘチェーンのためのＬＴＥスリープ持続時間およびＧＳＭアクティ
ブ化持続時間のシナリオを示す例示的な図。
【図１０Ｄ】ＲＦ　ＲｘチェーンのためのＬＴＥスリープ持続時間およびＧＳＭアクティ
ブ化持続時間のシナリオを示す例示的な図。
【図１１】[0019]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１２】[0020]図１１から続くワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１３】[0021]図１１から続くワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１４】[0022]例示的な装置中の様々なモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図１５】[0023]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装の一例を示す図
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　[0024]添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成を説明するもので
あり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。詳細な説
明は、様々な概念の完全な理解を提供する目的で具体的な詳細を含む。しかしながら、こ
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れらの概念は、これらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろ
う。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造
および構成要素はブロック図の形態で示される。
【００１１】
　[0025]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様が提示
される。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素
」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、
アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コン
ピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのよう
な要素がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウェアとして実装されるかは、
特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１２】
　[0026]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ、（Ｄ
ＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバ
イス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および本開
示全体にわたって説明する様々な機能を実施するように構成された他の適切なハードウェ
アがある。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。
ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハー
ドウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメン
ト、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリ
ケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブ
ルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味
するように広く解釈されたい。
【００１３】
　[0027]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の入手可能な媒体であり得る。限定ではなく、例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コン
パクトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の
所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによって
アクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用するディスク
（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光
ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登
録商標）ディスク（disk）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し
、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１４】
　[0028]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ばれるこ
とがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭ
ＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、発展型パケットコア
（ＥＰＣ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、事業者のインターネット
プロトコル（ＩＰ）サービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと
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相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェース
は図示されていない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業
者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示される様々な概念は、回線交換
サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００１５】
　[0029]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフ
ェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、ノードＢ
、アクセスポイント、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシー
バ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らか
の他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へ
のアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン、スマートフォ
ン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）フォン、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジ
タルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲームコンソール、タ
ブレット、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって
、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモー
トユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモー
トデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモー
ト端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、ま
たは何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１６】
　[0030]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ）１１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と
、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１
２４と、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ）１２６と、パ
ケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は
、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して
、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービン
グゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲ
ートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス割振
りならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２
２に接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと
、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ
）とを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび
配信のための機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信
のためのエントリポイントとして働き得、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し
、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュールし、配信するために使用され
得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキ
ャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（
たとえば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッ
ション管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得る
。
【００１７】
　[0031]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮ
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Ｂ））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であり得る。
マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべ
てのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるために構成される。アクセ
スネットワーク２００のこの例では集中コントローラはないが、代替構成では集中コント
ローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、
スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含
む、すべての無線関係の機能を担当する。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つ
の）セル（セクタとも呼ばれる）をサポートし得る。「セル」という用語は、ｅＮＢの最
小カバレージエリアを指すことができ、および／またはｅＮＢサブシステムサービングは
特定のカバレージエリアである。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」とい
う用語は、本明細書では互換的に使用されることがある。
【００１８】
　[0032]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易
に諒解するように、本明細書で提示される様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただ
し、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に
拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（
ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－
ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナー
シッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規格であ
り、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用す
る。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤ
ＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）、ならびに、Ｏ
ＦＤＭＡを採用する発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆ
ｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２
．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴ
Ｓ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２００
０およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤ
レス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設
計制約に依存することになる。
【００１９】
　[0033]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ２０６に到着し、これ
により、ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータスト
リームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディ
ングされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコー
ディングされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２０】
　[0034]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
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状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通じた送信のために
、データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを実現するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２１】
　[0035]以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参
照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭ
シンボル内のいくつかのサブキャリアにわたってデータを変調するスペクトル拡散技法で
ある。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデ
ータを復元することを可能にする「直交性」を実現する。時間領域では、ＯＦＤＭシンボ
ル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス
）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）
を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２２】
　[0036]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領
域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサ
イクリックプレフィックスについて、時間領域中に７つの連続するＯＦＤＭシンボル、ま
たは８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リ
ソースブロックは、時間領域中に６つの連続するＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個
のリソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはＤ
Ｌ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セ
ル固有ＲＳ（ＣＲＳ）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４とを含む。ＵＥ－Ｒ
Ｓ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がその上にマッピングされる
リソースブロック上のみで送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変
調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調
方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２３】
　[0037]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報の送信のために
ＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべての
リソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中の
連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを含
むデータセクションを生じる。
【００２４】
　[0038]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するために
、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ得る。Ｕ
Ｅは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てられた
リソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）中でデータのみまたはデータ
と制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得
、周波数上でホッピングし得る。
【００２５】
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　[0039]初期システムアクセスを実施し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロックのセットが使用され得る。ＰＲ
ＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵＬデータ／シグナリングも搬
送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソースブ
ロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワークによって指定される。す
なわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある時間リソースおよび周波数リソー
スに制限される。ＰＲＡＣＨに関して、周波数ホッピングはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一
のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレームのシーケンス中で搬送され
、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みのみを行うことができる。
【００２６】
　[0040]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３という、３つのレイヤとと
もに示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信
号処理機能を実装する。Ｌ１レイヤは本明細書では物理レイヤ５０６と呼ばれる。レイヤ
２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵ
ＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００２７】
　[0041]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ５１０と、無線リンク制御（ＲＬＣ）
サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サ
ブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ
１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端
（たとえば、遠端ＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤとを含
めて、Ｌ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２８】
　[0042]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥのためのｅＮＢ間のハンドオーバサポートとをもたらす。ＲＬＣサブレイ
ヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛
失データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）による、順が狂っ
た受信を補償するためのデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は
、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（たとえば、リソースブロック
）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ演算を担当する
。
【００２９】
　[0043]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６
は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲ
ＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００３０】
　[0044]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能
を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに
基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、
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論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース
割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケッ
トの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３１】
　[0045]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、４位相
シフトキーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅
変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づく信号コンスタレーションへのマッピングとを容易にするた
めの、コーディングとインターリービングとを含む。コーディングおよび変調されたシン
ボルは、次いで、並列ストリームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキ
ャリアにマッピングされ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、
パイロット）と多重化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに合
成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが生成される。
ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディン
グされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式
を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６
５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出さ
れ得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ
６２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリーム
でＲＦキャリアを変調し得る。
【００３２】
　[0046]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実施し得る。複数の空間ス
トリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単一の
ＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、高速フ
ーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域
に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアごとに別個のＯＦＤＭシ
ンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、基準信号とは、ｅＮＢ６１
０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイントを決定するこ
とによって復元され、復調される。これらの軟決定は、チャネル推定器６５８によって計
算されるチャネル推定値に基づき得る。軟決定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ６１
０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デインター
リーブされる。データと制御信号とは、次いでコントローラ／プロセッサ６５９に与えら
れる。
【００３３】
　[0047]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤ
の上のすべてのプロトコルレイヤを表す、データシンク６６２に与えられる。また、様々
な制御信号が、Ｌ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プ
ロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ演算をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／
または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【００３４】



(12) JP 6538065 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

　[0048]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた
、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担当す
る。
【００３５】
　[0049]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３６】
　[0050]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００３７】
　[0051]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロ
セッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポー
トチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読と、ヘッ
ダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパ
ケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、Ｈ
ＡＲＱ演算をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤
り検出を担当する。
【００３８】
　[0052]単一の無線周波数（ＲＦ）チェーンにおいて２つ以上の異なる無線アクセス技術
（ＲＡＴ）が動作され得る。ＲＡＴの例としては、ＬＴＥ、ＧＳＭ、ＣＤＭＡ、Ｗｉｆｉ
などがあり得る。単一のＲＦチェーンにおいてＬＴＥおよび第２の非ＬＴＥ　ＲＡＴ（た
とえば、ＧＳＭ）が動作され得る。概して、ＵＥがページングを監視するために第２のＲ
ＡＴを使用する場合、ＵＥがＲＦチェーンを利用して第２の非ＬＴＥ　ＲＡＴのために適
切な周波数に同調することができるように、ＲＦチェーンを第２の非ＬＴＥ　ＲＡＴのた
めに利用可能にするために、ＲＦチェーンにおけるＬＴＥの使用は中断され得る。たとえ
ば、１ｘシングル無線ＬＴＥ（ＳＲＬＴＥ）またはｇＳＲＬＴＥ設計では、１ｘ／ＧＳＭ
ページを監視するために、初期にＬＴＥに割り当てられたすべてのＲＦリソースは１ｘ／
ＧＳＭに再割り当てされ得る。これはＬＴＥスタックを中断させる。１ｘ／ＧＳＭページ
を監視するためのＲＦリソースの再割当ては、ＬＴＥとＧＳＭなどの非ＬＴＥ　ＲＡＴと
の間の同じＲＦチェーンの共有により、ＵＥにおいてＬＴＥスループットの劣化を引き起
こす。しかしながら、同時ＬＴＥ（ＳＬＴＥ）設計では、ＬＴＥが接続状態にあるとき、
１ｘ高速ページングチャネル／ページングチャネル（ＱＰＣＨ／ＰＣＨ）またはＧＳＭブ
ロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ）を復調するために２次チェーン（たとえば、ダ
イバーシティチェーン）が利用され得る。１ｘ　ＱＰＣＨ／ＰＣＨまたはＧＳＭ　ＢＣＣ
Ｈを復調するために、ＵＥは、１ｘ　ＱＰＣＨ／ＰＣＨまたはＧＳＭのためのページ復調
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の持続時間の間、１ｘ　ＱＰＣＨ／ＰＣＨまたはＧＳＭのためにそれのダイバーシティ受
信機を離調させ得、したがって、ページ復調中に途絶を経験し得る。
【００３９】
　[0053]最近のＬＴＥ設計は、ＤＬ　ＭＩＭＯ機能をサポートするためにおよびより高い
データレートを達成するために複数のアンテナを提供し得る。たとえば、ＵＥは、１次ア
ンテナと２次アンテナとをＬＴＥのために利用し得る。ＵＥはまた、２次アンテナをＬＴ
Ｅから非ＬＴＥ　ＲＡＴに離調させることによって、１次アンテナをＬＴＥのために利用
し、２次アンテナをページ監視のために利用し得る。しかしながら、１ｘページ監視また
はＧＳＭページ監視のために２次アンテナを離調させると、高いブロックエラーレート（
ＢＬＥＲ）により、データスループット損失が生じ得る。そのようなデータスループット
損失は、ｅＮＢが、ＬＴＥ通信のために１次アンテナと２次アンテナの両方を利用する初
期構成に従ってＵＥと通信し続けることによって生じる。たとえば、２次アンテナの離調
により、ＬＴＥのためのＭＩＭＯ機能がＵＥにおいて利用可能でない場合でも、ｅＮＢは
、２次アンテナが離調されたことに気づいていないので、ｅＮＢは依然としてＭＩＭＯ機
能に基づいてＵＥと通信し得、それにより、データスループット劣化が生じる。
【００４０】
　[0054]上記の問題は、非ＬＴＥ　ＲＡＴのための２次アンテナの使用をｅＮＢに通知す
ることによって対処され得る。その場合、２次アンテナは、ページングを監視するために
１ｘ　ＱＰＣＨ／ＰＣＨまたはＧＳＭなどの非ＬＴＥ　ＲＡＴを用いた通信のために離調
されている間、２次アンテナはＭＩＭＯ機能から解放され得る。たとえば、ＬＴＥで接続
されたＵＥに関して、ＵＥがＬＴＥから別のＲＡＴに２次アンテナの離調を実施しようと
しているとき、ＵＥは、ｅＮＢに低減要求を送信し、ＵＥの低減されたランクインデック
ス（ＲＩ）を提案することができる。ｅＮＢが、低減要求に応答して低減されたＵＥ　Ｒ
Ｉに肯定応答すると、ＵＥは、ＬＴＥから解放された２次アンテナのためのＲｘチェーン
を識別し、次いで、ＧＳＭまたはＣＤＭＡへの離調を実施し得る。ＵＥは、さらに、低減
されたＵＥ　ＲＩに従ってＣＱＩおよび／またはＰＭＩを更新し得る。
【００４１】
　[0055]図７は、例示的な一実施形態による、様々なＲＡＴと相互作用している２つのア
ンテナをもつＵＥを示す例示的な図７００である。ＵＥ７１０は、１次アンテナ７１２と
２次アンテナ７１４とを含む。ＵＥ７１０は、図７に示されたアンテナよりも多くのアン
テナを含み得る。ＵＥ７１０は、ネットワークに接続するためにアクセスネットワーク７
３０のグループによってサポートされるＲＡＴのうちの少なくとも１つを用いて通信する
ために、１次アンテナ７１２と２次アンテナ７１４とのうちの少なくとも１つを利用し得
る。アクセスネットワーク７３０のグループは、限定はしないが、ＬＴＥネットワーク７
３２、ＧＳＭネットワーク７３４、およびＣＤＭＡネットワーク７３６など、任意の数の
アクセスネットワークを含み得る。
【００４２】
　[0056]例示的な一実装形態では、ＵＥ７１０は、非ＬＴＥ　ＲＡＴ（たとえば、ＧＳＭ
、ＣＤＭＡなど）に関連するページを監視するために、ＵＥ７１０が２次アンテナ７１４
をＬＴＥから非ＬＴＥ　ＲＡＴに離調させることになる時間を決定するために非ＬＴＥ　
ＲＡＴの離調境界を識別する。たとえば、ＵＥ７１０は、離調を実施すべき時間「ｔ」（
または「ｎ番目の」サブフレーム）を識別し得る。ＵＥ７１０が離調境界を識別したとき
、ＵＥ７１０は、ＵＥ７１０のＵＥ　ＲＩ（ＵＥ　ＲＩ）を初期値から低減された値に低
減し、低減されたＵＥ　ＲＩをＬＴＥネットワーク７３２のｅＮＢに提案するようにとの
低減要求をｅＮＢに送信する。たとえば、離調を実施する前に、ＵＥ７１０は、ＵＥ　Ｒ
Ｉ値をＵＥ　ＲＩ＝２からＵＥ　ＲＩ＝１に低減し、ＵＥ　ＲＩ＝１についての低減要求
をｅＮＢに送り、次いで、ｅＮＢからの肯定応答について待ち得る。低減要求に応答して
、ｅＮＢは、ＵＥ７１０に低減要求の肯定応答を送信し得る。ｅＮＢが低減要求に肯定応
答すると、ＵＥ７１０と、ＬＴＥネットワーク７３２のｅＮＢは、低減されたＵＥ　ＲＩ
（この例ではＵＥ　ＲＩ＝１）に従って互いに通信し得る。ＵＥ７１０は、さらに、低減
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されたＵＥ　ＲＩに従ってＣＱＩおよび／またはＰＭＩを更新し得る。たとえば、特定の
規格（たとえば、３ＧＰＰ　３６．２１３）に従って低減されたＵＥ　ＲＩまたはシング
ルレイヤ送信をサポートするためにＣＱＩおよび／またはＰＭＩが適用可能である場合、
ＵＥ７１０はＣＱＩおよび／またはＰＭＩを更新し得る。
【００４３】
　[0057]ＵＥ７１０は、離調がｎ番目のサブフレームにおいて実施され得るように、［ｎ
－ｋＰＨＩＣＨ］番目のサブフレームにおいて低減要求を送信するためにＬＴＥ物理レイ
ヤ（ＰＨＹ）を使用し得る。ＬＴＥ　ＴＤＤの場合、ｋＰＨＩＣＨは、３ＧＰＰ３６．２
１３における表９．１．２－１に基づいて決定される（以下の表１参照）。ＬＴＥ　ＦＤ
Ｄの場合、ｋＰＨＩＣＨは４に等しい。
【００４４】
【表１】

【００４５】
　[0058]ＵＥ７１０が低減要求の肯定応答を受信した場合、ＵＥ７１０は、ＬＴＥネット
ワーク７３２からの２次アンテナ７１４の離調を実施し得る。特に、ＵＥ７１０がｎ番目
のサブフレームにおいて肯定応答を受信した場合、ＵＥ７１０は、２次アンテナ７１４に
ついて解放されたＲｘチェーンが非ＬＴＥ　ＲＡＴ（たとえば、ＧＳＭまたはＣＤＭＡ）
のために利用され得るように、ＬＴＥネットワーク７３２から２次アンテナ７１４につい
てＲｘチェーンを解放することができる。ＵＥ７１０は、その後、２次アンテナ７１４に
ついて解放されたＲｘチェーン上でＧＳＭネットワーク７３４またはＣＤＭＡネットワー
ク７３６への離調を実施し、ＧＳＭネットワーク７３４を介してＧＳＭページングをまた
はＣＤＭＡネットワーク７３６を介してＣＤＭＡページングを監視することができる。低
減要求の肯定応答の後の離調期間中に、２次アンテナ７１４はＧＳＭネットワーク７３４
またはＣＤＭＡネットワーク７３６などの非ＬＴＥネットワークのために使用されるので
、ＵＥ７１０は、１次アンテナ７１２を使用して、および２次アンテナ７１４を使用せず
にＬＴＥネットワーク７３２との通信を実施する。さらに、離調期間中に、ＵＥ７１０と
ＬＴＥネットワーク７３２は、ＭＩＭＯ機能なしに、低減されたＵＥ　ＲＩに基づいて互
いに通信し得る。離調期間が終わった後、２次アンテナ７１４のためのＲｘチェーンは、
非ＬＴＥ　ＲＡＴのために利用されない。したがって、離調期間が終わった後、ＵＥ７１
０は、低減されたＵＥ　ＲＩ値を初期ＵＥ　ＲＩ値に再び戻すことを提案するために、Ｌ
ＴＥネットワーク７３２のｅＮＢに復帰要求を送信する。ｅＮＢからの復帰要求の肯定応
答の受信時に、ＵＥ７１０とＬＴＥネットワーク７３２は、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づい
て互いに通信し、１次アンテナ７１２と２次アンテナ７１４の両方がＬＴＥネットワーク
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７３２との通信のために使用され得るようにＭＩＭＯ機能を再び使用し得る。ＵＥ　ＲＩ
に対応するＣＱＩおよびＰＭＩも、ＵＥ　ＲＩの初期値への復帰に基づいて更新され得る
。
【００４６】
　[0059]ＵＥ７１０が低減要求の肯定応答を受信しない場合、ＵＥ７１０は、離調をスキ
ップし得、ＵＥ　ＲＩを初期ＵＥ　ＲＩ値に再び戻し得る。したがって、低減要求の肯定
応答がない場合、ＵＥ７１０とＬＴＥネットワーク７３２は、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づ
いて、および１次アンテナ７１２と２次アンテナ７１４の両方を使用して互いに通信する
。ネットワークはページを繰り返すことがあり、したがって、現在の離調をスキップした
後でも、次の離調期間においてページングは監視され得ることに留意されたい。次の離調
期間の前に、ＵＥ７１０は、低減されたＵＥ　ＲＩを提案するために、ｅＮＢに低減要求
を再び送信し得る。たとえば、第１の離調期間がスキップされた場合、ｎ番目のサブフレ
ームにおいて開始する次の離調期間の前に、ＵＥ７１０は、ＬＴＥ　ＰＨＹを使用して、
［ｎ－（２＊ｋＰＨＩＣＨ）］番目のサブフレームにおいて低減されたＵＥ　ＲＩについ
ての低減要求を送信し、ｅＮＢからの肯定応答を待ち得る。このようにして、次の離調期
間についての低減要求は、低減要求が前に送信されたサブフレーム（たとえば、［ｎ－ｋ
ＰＨＩＣＨ］番目のサブフレーム）よりも早いサブフレーム（たとえば、［ｎ－（２＊ｋ
ＰＨＩＣＨ）］番目のサブフレーム）において送信され得る。より早いサブフレームにお
いて次の離調についての低減要求を送信することにより、ｅＮＢから低減要求の肯定応答
を受信するためのより多くの時間が可能になり、したがって、低減要求の肯定応答を首尾
よく受信するためのより多くの機会が可能になる。ＵＥ７１０がｎ番目のサブフレームの
前に低減要求の肯定応答を受信した場合、ＵＥ７１０は、解放されたＲｘチェーンが非Ｌ
ＴＥ　ＲＡＴのために利用され得るように、ＬＴＥネットワーク７３２から２次アンテナ
７１４についてＲｘチェーンを解放することができる。ＵＥ７１０が次の離調についての
低減要求の肯定応答を受信せず、したがって、第２の時間の間に低減要求の肯定応答を受
信することができなかった場合、ＵＥ７１０は、ＵＥ７１０が肯定応答を受信したか否か
にかかわらず、離調を実施し得る。
【００４７】
　[0060]次の離調中に、ＵＥ７１０は、１次アンテナ７１２を使用して、および２次アン
テナ７１４を使用せずにＬＴＥネットワーク７３２との通信を実施する。次の離調期間が
終わった後、ＵＥ７１０は、低減されたＵＥ　ＲＩ値をＵＥ　ＲＩの初期値に再び変更す
ることを提案するために、ＬＴＥネットワーク７３２のｅＮＢに復帰要求を送信する。ｅ
ＮＢが復帰要求に肯定応答したとき、ＵＥ７１０およびＬＴＥネットワーク７３２は、１
次アンテナ７１２と２次アンテナ７１４の両方とともにＭＩＭＯ機能を再び使用して、Ｌ
ＴＥネットワーク７３２と通信し得る。ＵＥ　ＲＩに対応するＣＱＩおよびＰＭＩも、Ｕ
Ｅ　ＲＩの初期値への復帰に基づいて更新され得る。
【００４８】
　[0061]図８Ａおよび図８Ｂは、本開示による一実施形態を示す例示的な絵図である。図
８Ａは、低減要求の肯定応答が正常に受信される第１の場合を示す図８００である。図８
Ａは、基地局（たとえば、ＬＴＥネットワークのｅＮＢ）タイムライン８０２と、ＵＥタ
イムライン８０４とを示している。第１のＬＴＥ期間８０６中に、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの
初期値に基づいてＬＴＥセッションを実施する。ＵＥは、ｎ番目のサブフレーム８０８に
おいてＧＳＭへの離調が実施されることになることを識別した場合、ＵＥは、［ｎ－ｋＰ
ＨＩＣＨ］番目のサブフレーム８１０において、ＵＥ　ＲＩを低減するようにとの低減要
求８１２をｅＮＢに送信する。低減要求８１２は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨを介して
ｅＮＢに送信され得る。低減要求８１２に応答して、ｅＮＢは肯定応答８１４を送信し、
肯定応答８１４は、ＵＥによってｎ番目のサブフレーム８０８において受信される。低減
要求８１２の肯定応答８１４の受信時に、ＵＥは、ＲＦ　Ｒｘチェーンのうちの１つを解
放し、解放されたＲＦ　Ｒｘチェーンを使用して第１の離調セッション８１６を実施して
、ＬＴＥから非ＬＴＥ　ＲＡＴに離調する。たとえば、第１の離調セッション８１６中に
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、ＵＥは、ページングを監視するために２次アンテナのためのＲＦ　ＲＸチェーンをＧＳ
ＭまたはＣＤＭＡに離調させ得る。さらに、第１の離調セッション８１６中に、ＵＥとｅ
ＮＢは、低減されたＵＥ　ＲＩに基づいて互いに通信する。第１の離調セッション８１６
が終わった後、ＵＥは、第２のＬＴＥ期間８１８中に別のＬＴＥセッションを実施する。
第２のＬＴＥ期間８１８の最初に、ＵＥは、低減されたＵＥ　ＲＩをＵＥ　ＲＩの初期値
に再び戻すようにとの復帰要求８２０を送信する。復帰要求８２０は、ＰＵＳＣＨまたは
ＰＵＣＣＨを介して送信され得る。復帰要求８２０に応答して、ｅＮＢは肯定応答８２２
を送信し、肯定応答８２２はＵＥによって受信される。ｅＮＢからの復帰要求８２０の肯
定応答８２２時に、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいてｅＮＢとのＬＴＥセッション
を実施し、ＭＩＭＯ機能を利用することが可能である。
【００４９】
　[0062]第２のＬＴＥ期間８１８中に、ＵＥは、ｎ番目のサブフレーム８２４においてＧ
ＳＭへの離調が実施されることになることを識別した場合、ＵＥは、［ｎ－ｋＰＨＩＣＨ
］番目のサブフレーム８２６において、ＵＥ　ＲＩを低減するようにとの低減要求８２８
をｅＮＢに送信する。低減要求８２８に応答して、ｅＮＢは肯定応答８３０を送信し、肯
定応答８３０は、ＵＥによってｎ番目のサブフレーム８２４において受信される。ＵＥ　
ＲＩを低減するようにとの低減要求８２８の肯定応答８３０を受信すると、ＵＥは、ＲＦ
　Ｒｘチェーンのうちの１つを解放し、解放されたＲＦ　Ｒｘチェーンを使用して第２の
離調セッション８３２を実施する。さらに、第２の離調セッション８３２中に、ＵＥとｅ
ＮＢは、低減されたＵＥ　ＲＩに基づいて互いに通信する。第２の離調セッション８３２
が終わった後、ＵＥは、第３のＬＴＥ期間８３４中に別のＬＴＥセッションを実施する。
第３のＬＴＥ期間８３４の最初に、ＵＥは、低減されたＵＥ　ＲＩをＵＥ　ＲＩの初期値
に再び戻すようにとの復帰要求８３６を送信する。復帰要求８３６は、ＰＵＳＣＨまたは
ＰＵＣＣＨを介して送信され得る。復帰要求８３６に応答して、ｅＮＢは肯定応答８３８
を送信し、肯定応答８３８はＵＥによって受信される。復帰要求８３６の肯定応答８３８
を受信すると、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいてｅＮＢとのＬＴＥセッションを実
施し、ＭＩＭＯ機能を利用することが可能である。
【００５０】
　[0063]図８Ｂは、低減要求の肯定応答が受信されない第２の場合を示す図８５０である
。図８Ｂは、基地局（たとえば、ｅＮＢ）タイムライン８５２と、ＵＥタイムライン８５
４とを示している。第１のＬＴＥ期間８５６中に、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づい
てＬＴＥセッションを実施する。ＵＥは、ｎ番目のサブフレーム８５８においてＧＳＭへ
の離調が実施されることになることを識別した場合、ＵＥは、［ｎ－ｋＰＨＩＣＨ］番目
のサブフレーム８６０において、ＵＥ　ＲＩを低減するようにとの低減要求８６２をｅＮ
Ｂに送信する。低減要求８６２は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨを介して送信され得る。
しかしながら、第２の場合では、ＵＥは、低減要求８６２に応答してｅＮＢから肯定応答
を受信しない。したがって、ＵＥは、時点８６４において離調を実施しないが、代わりに
、ＬＴＥ通信のための低減されたＵＥ　ＲＩを使用せずに、第２のＬＴＥ期間８６６に進
む。
【００５１】
　[0064]ＵＥが第１のＬＴＥ期間８５６中に低減要求８６２の肯定応答を受信することが
できなかった後に、第２のＬＴＥ期間８６６中に、ＵＥは、ｎ番目のサブフレーム８６８
においてＧＳＭへの離調が実施されることになることを識別した場合、ＵＥは、［ｎ－（
２＊ｋＰＨＩＣＨ）］番目のサブフレーム８７０において、ＵＥ　ＲＩを低減するように
との低減要求８７２をｅＮＢに送信する。したがって、ＵＥは、低減要求８６２が前に送
信されたサブフレームよりも早いサブフレームにおいてｅＮＢに低減要求８７２を送信す
る。ＵＥは、第２のＬＴＥ期間８６６中により早いサブフレームにおいて低減要求８７２
を送信するので、ＵＥは、第１のＬＴＥ期間８５６中よりも第２のＬＴＥ期間８６６中に
ｅＮＢから肯定応答を首尾よく受信するための多くの機会を有する。低減要求８７２は、
ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨを介して送信され得る。低減要求８７２に応答して、ｅＮＢ
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は肯定応答８７４を送信し、肯定応答８７４は、ＵＥによってｎ番目のサブフレーム８６
８において受信される。ＵＥ　ＲＩを低減するようにとの低減要求８７２の肯定応答８７
４を受信すると、ＵＥは、ＲＦチェーンのうちの１つを解放し、解放されたＲＦチェーン
を使用して第１の離調セッション８７６を実施する。一実施形態では、ＵＥが肯定応答８
７４を受信しない場合でも、ＵＥが低減要求を所定の回数（たとえば、２回）以前に送っ
ているが、低減要求の肯定応答を受信しなかった場合、ＵＥは、第１の離調セッション８
７６を依然として実施し得る。さらに、第１の離調セッション８７６中に、ＵＥとｅＮＢ
は、低減されたＵＥ　ＲＩに基づいて互いに通信する。第１の離調セッション８７６が終
わった後、ＵＥは、第３のＬＴＥ期間８７８中に別のＬＴＥセッションを実施する。第３
のＬＴＥ期間８７８の最初に、ＵＥは、低減されたＵＥ　ＲＩをＵＥ　ＲＩの初期値に再
び戻すようにとの復帰要求８８０を送信する。復帰要求８８０は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵ
ＣＣＨを介して送信され得る。復帰要求８８０に応答して、ｅＮＢは肯定応答８８２を送
信し、肯定応答８８２はＵＥによって受信される。肯定応答８８２を受信すると、ＵＥは
、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいてｅＮＢとのＬＴＥセッションを実施し、ＭＩＭＯ機能を
利用することが可能である。
【００５２】
　[0065]図９は、例示的な一実施形態による離調プロセスを示す流れ図９００である。流
れ図９００は、ＧＳＭモジュール９０２と、ＲＸチェーン９０４と、時間反転ミラー（Ｔ
ＲＭ：time reversal mirror）モジュール９０６と、ＬＴＥ　ＭＬ１／ＬＬ１モジュール
９０８と、ＥＵＴＲＡＮ９１０とを含む。ＵＥは、ＧＳＭモジュール９０２と、ＲＸチェ
ーン９０４と、ＴＲＭモジュール９０６と、ＬＴＥ　ＭＬ１／ＬＬ１モジュール９０８と
を含み得る。ＥＵＴＲＡＮ９１０は、図１に示されているように、ＬＴＥネットワークの
ｅＮＢを含み得る。ステップ９１２において、ＧＳＭモジュール９０２は、タイムスタン
プｔにおいてＲＦ　Ｒｘチェーンを予約するためのメッセージをＴＲＭモジュール９０６
に送る。応答して、ステップ９１４において、ＴＲＭモジュール９０６は、タイムスタン
プｔに対応するｎ番目のサブフレームにおいてＲＦ　Ｒｘチェーンを解放するための信号
をＬＴＥ　ＭＬ１／ＬＬ１モジュール９０８に送る。ｎ番目のサブフレームにおいてＲＦ
　Ｒｘチェーンを解放するために、ステップ９１６において、ＬＴＥ　ＭＬ１／ＬＬ１モ
ジュール９０８は、ｎ番目のサブフレームの前にＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを介してＵ
Ｅ　ＲＩを低減するようにとの低減要求をＥＵＴＲＡＮ９１０に送信する。たとえば、低
減要求は、［ｎ－ｋＰＨＩＣＨ］番目のサブフレームにおいてＥＵＴＲＡＮ９１０に送ら
れ得る。応答して、ステップ９１８において、ＥＵＴＲＡＮは、ＬＴＥ　ＭＬ１／ＬＬ１
モジュール９０８に低減要求の肯定応答を送り得る。ステップ９１２～９１８は第１のＬ
ＴＥ期間９２０中に行われ、ここで、ＵＥの１次アンテナと２次アンテナの両方は、ＵＥ
　ＲＩの初期値に基づいてＬＴＥ通信のために使用される。
【００５３】
　[0066]低減要求の肯定応答の受信時に、ステップ９２２において、ＬＴＥ　ＭＬ１／Ｌ
Ｌ１モジュール９０８は、ＬＴＥから２次アンテナのためのＲｘチェーンをリリースする
ための信号をＲｘチェーン９０４に送る。その後、ステップ９２４において、ＴＲＭモジ
ュール９０６は、Ｒｘチェーン９０４上でＧＳＭを利用するための許可を提供する。応答
して、ステップ９２６において、ＧＳＭモジュール９０２は、ＧＳＭにおけるページ監視
のためにＲｘチェーン９０４を使用するために、ＬＴＥからの２次アンテナの離調を実施
する。離調が終了した後に、ステップ９２８において、ＧＳＭモジュール９０２は、ＧＳ
ＭからＲＸチェーン９０４をリリースするための信号をＲｘチェーン９０４に送信する。
その後、ステップ９３０において、ＴＲＭモジュール９０６は、ＲＸチェーン９０４上で
ＬＴＥを利用するための許可をＬＴＥ　ＭＬ１／ＬＬ１モジュール９０８に提供する。次
いで、ステップ９３２において、ＬＴＥ　ＭＬ１／ＬＬ１モジュール９０８は、ＰＵＣＣ
ＨまたはＰＵＳＣＨを介してＥＵＴＲＡＮ９１０に、ＲＩをＵＥ　ＲＩの初期値に再び戻
すようにとの復帰要求を送信する。応答して、ステップ９３４において、ＥＵＴＲＡＮ９
１０は、ＬＴＥ　ＭＬ１／ＬＬ１モジュール９０８に復帰要求の肯定応答を送る。ステッ
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プ９２４～９３４は離調セッション９３６中に行われ、ここで、ＵＥの１次アンテナのみ
が、低減されたＵＥ　ＲＩに基づいてＬＴＥ通信のために使用され、ＵＥの２次アンテナ
は、離調のために利用可能になるようにＬＴＥ通信から解放される。離調セッション９３
６の後に、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいて、ＬＴＥ通信のために１次アンテナと２次アン
テナの両方を使用して、第２のＬＴＥセッション９３８が行われ得る。
【００５４】
　[0067]図１０Ａ～図１０Ｄは、ＲＦ　ＲｘチェーンのためのＬＴＥスリープ持続時間お
よびＧＳＭアクティブ化持続時間の様々なシナリオを示す例示的な図である。ＵＥはＧＳ
Ｍアクティブ化持続時間中にＲＦ　Ｒｘチェーンの離調を実施し得ることに留意されたい
。図１０Ａは、ＬＴＥスリープ持続時間およびＧＳＭアクティブ化持続時間の第１のシナ
リオを示す図１０００である。図１０Ａは、ＬＴＥタイムライン１００２とＧＳＭタイム
ライン１００４とを含む。ＬＴＥ通信は、時間Ｘ１　１００６と時間Ｘ２　１００８との
間のＬＴＥスリープ持続時間（たとえば、接続モード間欠受信（ｃＤＲＸ）期間）中に非
アクティブになる。Ｘ１　１００６の前に、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいてＬＴ
Ｅ通信を実施する。ＧＳＭ通信は、時間Ｙ１　１０１０と時間Ｙ２　１０１２との間のア
クティブ化持続時間中にアクティブになり、Ｙ１　１０１０の前のおよびＹ２　１０１２
の後の非アクティブ化持続時間（たとえば、間欠受信（ＤＲＸ）期間）中に非アクティブ
である。第１のシナリオでは、Ｙ１＜Ｘ１＜Ｘ２＜Ｙ２、したがって、ＬＴＥとＧＳＭの
両方は、Ｙ１　１０１０とＸ１　１００６との間に、およびＸ２　１００８とＹ２　１０
１２との間にアクティブである。Ｙ１　１０１０はＸ１　１００６の前に起こるので、Ｕ
Ｅは、Ｙ１－ｋＰＨＩＣＨ番目のサブフレームにおいて低減されたＵＥ　ＲＩ（ならびに
対応するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知する。さらに、ＧＳＭは、Ｘ２　１００８
の後に起こるＹ２　１０１２において非アクティブになるので、ＵＥは、Ｙ２　１０１２
においてＵＥ　ＲＩの初期値（ならびに対応するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知す
る。
【００５５】
　[0068]図１０Ｂは、ＬＴＥスリープ持続時間およびＧＳＭアクティブ化持続時間の第２
のシナリオを示す図１０３０である。図１０Ｂは、ＬＴＥタイムライン１０３２とＧＳＭ
タイムライン１０３４とを含む。ＬＴＥ通信は、時間Ｘ１　１０３６と時間Ｘ２　１０３
８との間のＬＴＥスリープ持続時間中に非アクティブになる。Ｘ１　１０３６の前に、Ｕ
Ｅは、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいてＬＴＥ通信を実施する。ＧＳＭ通信は、時間Ｙ１　
１０４０と時間Ｙ２　１０４２との間のアクティブ化持続時間中にアクティブになり、Ｙ
１　１０４０の前のおよびＹ２　１０４２の後の非アクティブ化持続時間中に非アクティ
ブである。第１のシナリオでは、Ｙ１＜Ｘ１＜Ｙ２＜Ｘ２、したがって、ＬＴＥとＧＳＭ
の両方は、Ｙ１　１０４０とＸ１　１０３６との間にアクティブである。Ｙ１　１０４０
はＸ１　１０３６の前に起こるので、ＵＥは、Ｙ１－ｋＰＨＩＣＨ番目のサブフレームに
おいて低減されたＵＥ　ＲＩ（ならびに対応するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知す
る。さらに、ＬＴＥは、Ｙ２　１０４２の後に起こるＸ２　１０３８においてアクティブ
になるので、ＵＥは、Ｘ２　１０３８においてＵＥ　ＲＩの初期値（ならびに対応するＣ
ＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知する。
【００５６】
　[0069]図１０Ｃは、ＬＴＥスリープ持続時間およびＧＳＭアクティブ化持続時間の第３
のシナリオを示す図１０５０である。図１０Ｃは、ＬＴＥタイムライン１０５２とＧＳＭ
タイムライン１０５４とを含む。ＬＴＥ通信は、時間Ｘ１　１０５６と時間Ｘ２　１０５
８との間のＬＴＥスリープ持続時間中に非アクティブになる。Ｘ１　１０５６の前に、Ｕ
Ｅは、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいてＬＴＥ通信を実施する。ＧＳＭ通信は、時間Ｙ１　
１０６０と時間Ｙ２　１０６２との間のアクティブ化持続時間中にアクティブになる。第
１のシナリオでは、Ｘ１＜Ｙ１＜Ｘ２＜Ｙ２、したがって、ＬＴＥとＧＳＭの両方は、Ｘ
２　１０５８とＹ２　１０６２との間にアクティブである。Ｘ１　１０５６はＹ１　１０
６０の前に起こるので、ＵＥは、Ｘ１－ｋＰＨＩＣＨ番目のサブフレームにおいて低減さ
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れたＵＥ　ＲＩ（ならびに対応するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知する。さらに、
Ｙ２　１０６２はＸ２　１０５８の後に起こるので、ＵＥは、Ｙ２　１０６２においてＵ
Ｅ　ＲＩの初期値（ならびに対応するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知する。
【００５７】
　[0070]図１０Ｄは、ＬＴＥスリープ持続時間およびＧＳＭアクティブ化持続時間の第３
のシナリオを示す図１０７０である。図１０Ｄは、ＬＴＥタイムライン１０７２とＧＳＭ
タイムライン１０７４とを含む。ＬＴＥ通信は、時間Ｘ１　１０７６と時間Ｘ２　１０７
８との間のＬＴＥスリープ持続時間中に非アクティブになる。Ｘ１　１０７６の前に、Ｕ
Ｅは、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいてＬＴＥ通信を実施する。ＧＳＭ通信は、時間Ｙ１　
１０８０と時間Ｙ２　１０８２との間のアクティブ化持続時間中にアクティブになる。第
４のシナリオでは、Ｘ１＜Ｙ１＜Ｙ２＜Ｘ２であり、ＬＴＥとＧＳＭの両方がアクティブ
である場合はない。したがって、第４のシナリオでは、ＬＴＥアクティブ化持続時間とＧ
ＳＭアクティブ化持続時間との間に重複がないので、ＵＥは、Ｘ１－ｋＰＨＩＣＨ番目の
サブフレームにおいて低減されたＵＥ　ＲＩ（ならびに対応するＣＱＩおよびＰＭＩ）を
ｅＮＢに通知し、Ｘ２においてＵＥ　ＲＩの初期値（ならびに対応するＣＱＩおよびＰＭ
Ｉ）をｅＮＢに通知する。
【００５８】
　[0071]図１１は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１１００である。本方法はＵ
Ｅ（たとえば、ＵＥ７１０、装置１４０２／１４０２’）によって実施され得る。ステッ
プ１１０２において、第１のＲＡＴを用いた通信のために第１のアンテナ（たとえば、１
次アンテナ７１２）と第２のアンテナ（たとえば、２次アンテナ７１４）とを使用するＵ
Ｅは、第１の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のために第２のアンテナが使用さ
れるべきであると決定する。一態様では、この決定は、アンテナ決定モジュール１４０４
、プロセッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによって実施され得る。ステップ１１
０４において、ＵＥは、決定に基づいて第１の時間において第１のＲＡＴを用いた通信の
ためにＵＥ　ＲＩを初期値から低減された値に低減する。一態様では、この低減は、第１
のＲＡＴ処理モジュール１４０６、第２のＲＡＴ処理モジュール１４１０、プロセッサ１
５０４などのうちの少なくとも１つによって実施され得る。ステップ１１０６において、
ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの低減された値に基づいてＣＱＩまたはＰＭＩのうちの少なくとも１
つを更新する。一態様では、この更新は、第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６、プロセ
ッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによって実施され得る。ステップ１１０８にお
いて、ＵＥは、第１の時間の前にＵＥ　ＲＩを低減された値に低減するようにとの要求を
ネットワークエンティティに送信する。一態様では、この送信は、送信モジュール１４０
８、プロセッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによって実施され得る。ＵＥは、第
２のＲＡＴに関連する手順が、第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の開始の前に開始し
、第１のＲＡＴに関連するスリープ時間と少なくとも部分的に重複するとき、第１の時間
の前にネットワークエンティティに要求を送信し得るか、または、第２のＲＡＴに関連す
る手順が、第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の開始の後に開始し、第１のＲＡＴに関
連するスリープ時間と少なくとも部分的に重複するとき、第１のＲＡＴに関連するスリー
プ時間の開始の前にネットワークエンティティに要求を送信し得る。ステップ１１１０に
おいて、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩを低減するようにとの要求の送信に応答してＵＥが肯定応答
を受信するかどうかを決定する。一態様では、この決定は、受信モジュール１４１２、ア
ンテナ決定モジュール１４０４、プロセッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによっ
て実施され得る。ＵＥが送信に応答して肯定応答を受信した場合、ＵＥは、図１２でさら
に説明するＡに進む。ＵＥが送信に応答して肯定応答を受信しない場合、ＵＥは、図１３
でさらに説明するＢに進む。図７において上記で説明したように、ＵＥ７１０は、１次ア
ンテナ７１２と２次アンテナ７１４とを含み得る。ＵＥ７１０が非ＬＴＥ　ＲＡＴ（たと
えば、ＧＳＭまたはＣＤＭＡ）の離調境界を識別したとき、ＵＥ７１０は、ＵＥ７１０の
ＵＥ　ＲＩ（ＵＥ　ＲＩ）を初期値から低減された値に低減し、低減されたＵＥ　ＲＩを
ＬＴＥネットワーク７３２のｅＮＢに提案するようにとの低減要求をｅＮＢに送信する。
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ＵＥ７１０は、離調がｎ番目のサブフレームにおいて実施され得るように、［ｎ－ｋＰＨ
ＩＣＨ］番目のサブフレームにおいて低減要求を送信するためにＬＴＥ　ＰＨＹを使用し
得る。さらに、図１０Ａ～図１０Ｂを参照しながら上記で説明したように、Ｙ１　１０１
０がＸ１　１００６の前に起こる場合、ＵＥは、Ｙ１－ｋＰＨＩＣＨ番目のサブフレーム
において低減されたＵＥ　ＲＩ（ならびに対応するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知
する。図１０Ｃを参照すると、Ｘ１　１０５６がＹ１　１０６０の前に起こる場合、ＵＥ
は、Ｘ１－ｋＰＨＩＣＨ番目のサブフレームにおいて低減されたＵＥ　ＲＩ（ならびに対
応するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知する。ｅＮＢに低減要求を送信した後に、Ｕ
Ｅ７１０は、ｅＮＢからの低減要求の肯定応答について待つ。
【００５９】
　[0072]図１２は、図１１から続くワイヤレス通信の方法のフローチャート１２００であ
る。特に、フローチャート１２００は、ＵＥ　ＲＩを低減するようにとの要求の送信に応
答してＵＥが肯定応答を受信した場合、図１１のフローチャート１１００から続く。ステ
ップ１２０２において、ＵＥは、第２のＲＡＴに関連する手順を実施するために第２のア
ンテナを第１のＲＡＴから第２のＲＡＴに離調させる。一態様では、この離調は、アンテ
ナ決定モジュール１４０４、第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６、第２のＲＡＴ処理モ
ジュール１４１０、送信モジュール１４０８、プロセッサ１５０４などのうちの少なくと
も１つによって実施され得る。ステップ１２０４において、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの低減さ
れた値に従って第１のアンテナを介して第１のＲＡＴを用いた通信を実施する。一態様で
は、この通信は、受信モジュール１４１２、送信モジュール１４０８、プロセッサ１５０
４などのうちの少なくとも１つによって実施され得る。上記で説明したように、図７のＵ
Ｅ７１０が低減要求の肯定応答を受信した場合、ＵＥ７１０は、２次アンテナ７１４につ
いて解放されたＲｘチェーンが非ＬＴＥ　ＲＡＴ（たとえば、ＧＳＭまたはＣＤＭＡ）の
ために利用され得るように、ＬＴＥネットワーク７３２から２次アンテナ７１４について
Ｒｘチェーンを解放することができる。さらに、上記で説明したように、低減要求の肯定
応答の後の離調期間中に、ＵＥ７１０は、１次アンテナ７１２を使用して、および２次ア
ンテナ７１４を使用せずにＬＴＥネットワーク７３２との通信を実施する。
【００６０】
　[0073]ステップ１２０６において、ＵＥは、第２のＲＡＴに関連する手順が実施された
後に、ＵＥ　ＲＩの初期値に復帰するようにとの要求をネットワークエンティティに送信
する。一態様では、この送信は、送信モジュール１４０８、プロセッサ１５０４などのう
ちの少なくとも１つによって実施され得る。ＵＥは、第１のＲＡＴに関連するスリープ時
間が終了する時間と、第２のＲＡＴに関連する手順の実施が終了する時間とのうちの遅い
ほうの時間において、ＵＥ　ＲＩの初期値に復帰するようにとの要求をネットワークエン
ティティに送信し得る。ステップ１２０８において、ＵＥが、ＵＥ　ＲＩの初期値に復帰
するようにとの要求の送信に応答してネットワークエンティティから肯定応答を受信した
とき、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの初期値に従って第１のアンテナと第２のアンテナとを介して
第１のＲＡＴを用いた通信を実施する。一態様では、この通信は、受信モジュール１４１
２、送信モジュール１４０８、プロセッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによって
実施され得る。上記で説明したように、離調期間が終わった後、ＵＥ７１０は、低減され
たＵＥ　ＲＩ値を初期ＵＥ　ＲＩ値に再び戻すことを提案するために、ＬＴＥネットワー
ク７３２のｅＮＢに復帰要求を送信する。復帰要求の肯定応答の受信時に、ＵＥ７１０と
ＬＴＥネットワーク７３２は、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいて互いに通信し、１次アンテ
ナ７１２と２次アンテナ７１４の両方がＬＴＥネットワーク７３２との通信のために使用
され得るようにＭＩＭＯ機能を再び使用し得る。さらに、図１０Ａを参照しながら上記で
説明したように、ＧＳＭが、Ｘ２　１００８の後に起こるＹ２　１０１２において非アク
ティブになる場合、ＵＥは、Ｙ２　１０１２においてＵＥ　ＲＩの初期値（ならびに対応
するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢに通知する。図１０Ｂを参照すると、ＬＴＥが、Ｙ２
　１０４２の後に起こるＸ２　１０３８においてアクティブになる場合、ＵＥは、Ｘ２　
１０３８においてＵＥ　ＲＩの初期値（ならびに対応するＣＱＩおよびＰＭＩ）をｅＮＢ
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に通知する。
【００６１】
　[0074]図１３は、図１１から続くワイヤレス通信の方法のフローチャート１３００であ
る。特に、フローチャート１３００は、ＵＥ　ＲＩを低減するようにとの要求の送信に応
答してＵＥが肯定応答を受信しない場合、図１１のフローチャート１１００から続く。ス
テップ１３０２において、ＵＥは、第２のアンテナを第１のＲＡＴから第２のＲＡＴに離
調させるのを控え、ＵＥ　ＲＩを初期値に戻す。一態様では、離調させるのを控えること
は、アンテナ決定モジュール１４０４、第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６、第２のＲ
ＡＴ処理モジュール１４１０、プロセッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによって
実施され得る。上記で説明したように、ＵＥ７１０が低減要求の肯定応答を受信しない場
合、ＵＥ７１０は、離調をスキップし得、ＵＥ　ＲＩを初期ＵＥ　ＲＩ値に再び戻し得る
。上記で説明したように、低減要求の肯定応答がない場合、ＵＥ７１０とＬＴＥネットワ
ーク７３２は、ＵＥ　ＲＩの初期値に基づいて、および１次アンテナ７１２と２次アンテ
ナ７１４の両方を使用して互いに通信する。
【００６２】
　[0075]ステップ１３０４において、ＵＥが肯定応答を受信しないとき、ＵＥは、第１の
時間の後にＵＥ　ＲＩをＵＥ　ＲＩの低減された値に低減するようにとの要求の後続のイ
ンスタンスをネットワークエンティティに送信する。一態様では、この送信は、送信モジ
ュール１４０８、プロセッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによって実施され得る
。要求の後続のインスタンスは、要求の後続のインスタンスの前の要求がネットワークに
送信されるサブフレームよりも早いサブフレームにおいてネットワークエンティティに送
信され得る。ステップ１３０６において、ＵＥがネットワークエンティティから要求の後
続のインスタンスの肯定応答を受信しないとき、ＵＥは、第２のＲＡＴに関連する手順を
実施するために第２のアンテナを第１のＲＡＴから第２のＲＡＴに離調させる。一態様で
は、この離調は、アンテナ決定モジュール１４０４、第２のＲＡＴ処理モジュール１４１
０、送信モジュール１４０８、プロセッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによって
実施され得る。ステップ１３０８において、ＵＥは、ＵＥ　ＲＩの低減された値に従って
第１のアンテナを介して第１のＲＡＴを用いた通信を実施する。一態様では、この通信は
、第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６、受信モジュール１４１２、送信モジュール１４
０８、プロセッサ１５０４などのうちの少なくとも１つによって実施され得る。上記で説
明したように、第１の離調期間がスキップされた場合、ＵＥ７１０は、低減されたＵＥ　
ＲＩを提案するために、次の離調期間の前に低減要求を再びｅＮＢに送信し得る。上記で
説明したように、次の離調期間についての低減要求は、低減要求が前に送信されたサブフ
レーム（たとえば、［ｎ－ｋＰＨＩＣＨ］番目のサブフレーム）よりも早いサブフレーム
（たとえば、［ｎ－（２＊ｋＰＨＩＣＨ）］番目のサブフレーム）において送信され得る
。ＵＥ７１０が低減要求の肯定応答を受信した場合、ＵＥ７１０は、解放されたＲｘチェ
ーンが非ＬＴＥ　ＲＡＴのために利用され得るように、ＬＴＥネットワーク７３２から２
次アンテナ７１４についてＲｘチェーンを解放することができる。ＵＥ７１０が次の離調
についての低減要求の肯定応答を受信せず、したがって、第２の時間の間に肯定応答を受
信することができなかった場合、ＵＥ７１０は、ＵＥ７１０が肯定応答を受信したか否か
にかかわらず、離調を実施し得る。さらに、上記で説明したように、次の離調中に、ＵＥ
７１０は、１次アンテナ７１２を使用して、および２次アンテナ７１４を使用せずにＬＴ
Ｅネットワーク７３２との通信を実施する。
【００６３】
　[0076]図１４は、例示的な装置１４０２中の様々なモジュール／手段／構成要素間のデ
ータフローを示す概念データフロー図１４００である。本装置はＵＥであり得る。ＵＥは
、第１のＲＡＴを用いた通信のために第１のアンテナと第２のアンテナとを使用し得る。
本装置は、アンテナ決定モジュール１４０４と、第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６と
、送信モジュール１４０８と、第２のＲＡＴ処理モジュール１４１０と、受信モジュール
１４１２とを含む。アンテナ決定モジュール１４０４は、第１の時間において第２のＲＡ
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Ｔに関連する手順のために第２のアンテナが使用されるべきであると決定する。第１のＲ
ＡＴ処理モジュール１４０６は、１４５２を介して通信される決定に基づいて第１の時間
において第１のＲＡＴを用いた通信のためにＵＥ　ＲＩを初期値から低減された値に低減
する。第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６は１４５４において、送信モジュール１４０
８を介して１４５６において第１の時間の前にＵＥ　ＲＩを低減された値に低減するよう
にとの要求をネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ１４５０）に送信する。第１
のＲＡＴ処理モジュール１４０６は、第２のＲＡＴに関連する手順が、第１のＲＡＴに関
連するスリープ時間の開始の前に開始し、第１のＲＡＴに関連するスリープ時間と少なく
とも部分的に重複するとき、第１の時間の前にネットワークエンティティ１４５０に要求
を送信し得る。代替的に、第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６は、第２のＲＡＴに関連
する手順が、第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の開始の後に開始し、第１のＲＡＴに
関連するスリープ時間と少なくとも部分的に重複するとき、第１のＲＡＴに関連するスリ
ープ時間の開始の前にネットワークエンティティ１４５０に要求を送信し得る。
【００６４】
　[0077]受信モジュール１４１２は、１４５８において、ＵＥ　ＲＩを低減するようにと
の要求の送信に応答して肯定応答を受信し得、１４６０において、アンテナ決定モジュー
ル１４０４に肯定応答を通信し得る。受信モジュール１４１２が１４５８において送信に
応答して肯定応答を受信したとき、アンテナ決定モジュール１４０４は、１４６２におい
て、第２のＲＡＴに関連する手順を実施するために第２のアンテナを第１のＲＡＴから第
２のＲＡＴに離調させる。一態様では、手順は、第２のＲＡＴ処理モジュール１４１０に
よって、１４６６および１４５６における送信モジュール１４０８と、１４５８および１
４６８における受信モジュール１４１２とを通して実装され得る。第１のＲＡＴ処理モジ
ュール１４０６は、１４５６における送信モジュール１４０８と１４５８における受信モ
ジュール１４１２とを介して、ＵＥ　ＲＩの低減された値に従って第１のアンテナを介し
て第１のＲＡＴを用いた通信を実施する。第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６は１４５
４において、第２のＲＡＴに関連する手順が実施された後に、１４５６における送信モジ
ュール１４０８を介して、ＵＥ　ＲＩの初期値に戻るようにとの要求をネットワークエン
ティティ１４５０に送信する。装置が、ＵＥ　ＲＩの初期値に復帰するようにとの要求の
送信に応答してネットワークエンティティ１４５０から肯定応答を受信したとき、第１の
ＲＡＴ処理モジュール１４０６は１４５４および１４６４において、１４５６における送
信モジュール１４０８と１４５８における受信モジュール１４１２とを介して、ＵＥ　Ｒ
Ｉの初期値に従って第１のアンテナと第２のアンテナとを介して第１のＲＡＴを用いた通
信を実施する。第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６は、第１のＲＡＴに関連するスリー
プ時間が終了する時間と、第２のＲＡＴに関連する手順の実施が終了する時間とのうちの
遅いほうの時間において、ＵＥ　ＲＩの初期値に復帰するようにとの要求をネットワーク
エンティティ１４５０に送信し得る。
【００６５】
　[0078]装置がネットワークエンティティ１４５０から肯定応答を受信しないとき、アン
テナ決定モジュール１４０４は、第２のアンテナを第１のＲＡＴから第２のＲＡＴに離調
させるのを控え、ＵＥ　ＲＩを初期値に戻す。ＵＥが肯定応答を受信しないとき、第１の
ＲＡＴ処理モジュール１４０６は、１４５４において、１４５６における送信モジュール
１４０８を介して、第１の時間の後にＵＥ　ＲＩをＵＥ　ＲＩの低減された値に低減する
ようにとの要求の後続のインスタンスをネットワークエンティティ１４５０に送信する。
要求の後続のインスタンスは、要求の後続のインスタンスの前の要求がネットワークに送
信されるサブフレームよりも早いサブフレームにおいてネットワークエンティティ１４５
０に送信され得る。受信モジュール１４１２がネットワークエンティティ１４５０から要
求の後続のインスタンスの肯定応答を受信しないとき、アンテナ決定モジュール１４０４
は、第２のＲＡＴ処理モジュール１４１０を介して、１４６６および１４５６における送
信モジュール１４０８と１４５８および１４６８における受信モジュール１４１２とを通
して第２のＲＡＴに関連する手順を実施するために、１４６２において、第２のアンテナ
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を第１のＲＡＴから第２のＲＡＴに離調させる。第１のＲＡＴ処理モジュール１４０６は
、１４５４および１４６４において、１４５６における送信モジュール１４０８と１４５
８における受信モジュール１４１２とを介して、ＵＥ　ＲＩの低減された値に従って第１
のアンテナを介して第１のＲＡＴを用いた通信を実施する。第１のＲＡＴ処理モジュール
１４０６は、ＵＥ　ＲＩの低減された値に基づいてチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）
またはプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）のうちの少なくとも１つを更新する
。
【００６６】
　[0079]本装置は、図１１～図１３の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップ
の各々を実施する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１１～図１３の上述のフ
ローチャート中の各ステップは１つのモジュールによって実施され得、本装置は、それら
のモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。モジュールは、述べられたプロセス／
アルゴリズムを実行するように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素で
あるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実施するように構成されたプロセッサによ
って実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶される
か、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００６７】
　[0080]図１５は、処理システム１５１４を採用する装置１４０２’のためのハードウェ
ア実装の一例を示す図１５００である。処理システム１５１４は、バス１５２４によって
全般的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１５２４は、処理シス
テム１５１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バス
およびブリッジを含み得る。バス１５２４は、プロセッサ１５０４によって表される１つ
または複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１４０４
、１４０６、１４０８、１４１０、１４１２と、コンピュータ可読媒体／メモリ１５０６
とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１５２４はまた、タイミングソース、周辺
機器、電圧調整器、および電力管理回路などの様々な他の回路をリンクし得、これらの回
路は当技術分野でよく知られており、したがって、これ以上は説明しない。
【００６８】
　[0081]処理システム１５１４はトランシーバ１５１０に結合され得る。トランシーバ１
５１０は１つまたは複数のアンテナ１５２０に結合される。トランシーバ１５１０は、送
信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を備える。トランシーバ１５１０は
、１つまたは複数のアンテナ１５２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出
し、抽出された情報を処理システム１５１４、特に受信モジュール１４１２に与える。さ
らに、トランシーバ１５１０は、処理システム１５１４、特に送信モジュール１４０８か
ら情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１５２０に適用
されるべき信号を生成する。処理システム１５１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１
５０６に結合されたプロセッサ１５０４を含む。プロセッサ１５０４は、コンピュータ可
読媒体／メモリ１５０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する
。ソフトウェアは、プロセッサ１５０４によって実行されると、処理システム１５１４に
、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実施させる。コンピュータ可読
媒体／メモリ１５０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１５０４によっ
て操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１４０
４、１４０６、１４０８、１４１０、および１４１２のうちの少なくとも１つをさらに含
む。それらのモジュールは、プロセッサ１５０４中で動作するか、コンピュータ可読媒体
／メモリ１５０６中に存在する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッ
サ１５０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれ
らの何らかの組合せであり得る。処理システム１５１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり
得、メモリ６６０、ならびに／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、お
よびコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００６９】
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　[0082]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１４０２／１４０２’は、第１のＲＡ
Ｔを用いた通信のために第１のアンテナと第２のアンテナとを使用するＵＥであり、第１
の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のために第２のアンテナが使用されるべきで
あると決定するための手段と、この決定に基づいて第１の時間において第１のＲＡＴを用
いた通信のためにＵＥ　ＲＩを初期値から低減された値に低減するための手段とを含む。
装置１４０２／１４０２’はまた、第１の時間の前にＵＥ　ＲＩを低減された値に低減す
るようにとの要求をネットワークエンティティに送信するための手段と、ＵＥが送信に応
答して肯定応答を受信したとき、第２のＲＡＴに関連する手順を実施するために第２のア
ンテナを第１のＲＡＴから第２のＲＡＴに離調させるための手段と、ＵＥが送信に応答し
て肯定応答を受信したとき、ＵＥ　ＲＩの低減された値に従って第１のアンテナを介して
第１のＲＡＴを用いた通信を実施するための手段とを含む。ＵＥ　ＲＩを低減するように
との要求をネットワークエンティティに送信するための手段は、第２のＲＡＴに関連する
手順が、第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の開始の前に開始し、第１のＲＡＴに関連
するスリープ時間と少なくとも部分的に重複するとき、第１の時間の前にネットワークエ
ンティティに要求を送信するための手段、または、第２のＲＡＴに関連する手順が、第１
のＲＡＴに関連するスリープ時間の開始の後に開始し、第１のＲＡＴに関連するスリープ
時間と少なくとも部分的に重複するとき、第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の開始の
前にネットワークエンティティに要求を送信するための手段を含み得る。装置１４０２／
１４０２’はまた、第１のＲＡＴに関連するスリープ時間が終了する時間と、第２のＲＡ
Ｔに関連する手順の実施が終了する時間とのうちの遅いほうの時間において、ＵＥ　ＲＩ
の初期値に復帰するようにとの要求をネットワークエンティティに送信するための手段を
含み得る。装置１４０２／１４０２’は、第２のＲＡＴに関連する手順が実施された後に
、ＵＥ　ＲＩの初期値に復帰するようにとの要求をネットワークエンティティに送信する
ための手段と、ＵＥが、ＵＥ　ＲＩの初期値に復帰するようにとの要求の送信に応答して
ネットワークエンティティから肯定応答を受信したとき、ＵＥ　ＲＩの初期値に従って第
１のアンテナと第２のアンテナとを介して第１のＲＡＴを用いた通信を実施するための手
段とをさらに含む。装置１４０２／１４０２’は、ＵＥ　ＲＩの低減された値に基づいて
ＣＱＩまたはＰＭＩのうちの少なくとも１つを更新するための手段をさらに含む。
【００７０】
　[0083]装置１４０２／１４０２’はまた、ＵＥがネットワークエンティティから肯定応
答を受信しないとき、第２のアンテナを第１のＲＡＴから第２のＲＡＴに離調させるのを
控えるための手段と、ＵＥ　ＲＩを初期値に戻すための手段とを含む。装置１４０２／１
４０２’は、ＵＥが肯定応答を受信しないとき、第１の時間の後にＵＥ　ＲＩをＵＥ　Ｒ
Ｉの低減された値に低減するようにとの要求の後続のインスタンスをネットワークエンテ
ィティに送信するための手段と、ＵＥがネットワークエンティティから要求の後続のイン
スタンスの肯定応答を受信しないとき、第２のＲＡＴに関連する手順を実施するために第
２のアンテナを第１のＲＡＴから第２のＲＡＴに離調させるための手段と、ＵＥ　ＲＩの
低減された値に従って第１のアンテナを介して第１のＲＡＴを用いた通信を実施するため
の手段とをさらに含む。上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実施するよ
うに構成された、装置１４０２の上述のモジュールおよび／または装置１４０２’の処理
システム１５１４のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理シス
テム１５１４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プ
ロセッサ６５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によ
って具陳される機能を実施するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセ
ッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【００７１】
　[0084]開示されるプロセス中のステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一
例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特定の
順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップは組
み合わされるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素を例
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示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるもので
はない。
【００７２】
　[0085]以上の説明は、いかなる当業者も本明細書で説明する様々な態様を実施できるよ
うにするために提供される。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らか
になり、本明細書で定義した一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求
の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しな
い全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように
別段に明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複
数の」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、また
は例示として機能すること」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で
説明するいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべ
きであるとは限らない。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は１つ
または複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣ
のうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの
組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、また
は複数のＣを含み得る。詳細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ
、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の
組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、Ｂおよび
Ｃ、またはＡおよびＢおよびＣであり得、ここで、任意のそのような組合せは、Ａ、Ｂ、
またはＣの１つまたは複数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られているか
または後で当業者に知られるようになる、本開示全体にわたって説明する様々な態様の要
素に対するすべての構造的等価物および機能的等価物は、参照により本明細書に明確に組
み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものである。その上、本明細書で開示され
たいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に記載されているかどうか
にかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「ための
手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクショ
ンとして解釈されるべきではない。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いた通信のために第１のアンテナと第２のアン
テナとを使用するユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において第２のＲＡＴに関連
する手順のために前記第２のアンテナが使用されるべきであると決定することと、
　前記決定に基づいて前記第１の時間において前記第１のＲＡＴを用いた前記通信のため
にＵＥランクインデックス（ＲＩ）を初期値から低減された値に低減することと
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記第２のアンテナが、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順のために使用される間、
前記第２のアンテナが前記第１のＲＡＴを用いた通信のために利用不可能である、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１の時間の前に前記ＵＥ　ＲＩを前記低減された値に低減するようにとの要求を
ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが前記送信に応答して肯定応答を受信したとき、前記第２のＲＡＴに関連する
前記手順を実施するために前記第２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴ
に離調させることと、
　前記ＵＥが前記送信に応答して前記肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの前記低
減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲＡＴを用いた通信を実施す
ることと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ４］
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記肯定応答を受信しないとき、前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに前記離調させるのを控えること
と、前記ＵＥ　ＲＩを前記初期値に戻すことと
　をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が実施された後に、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値
に復帰するようにとの要求を前記ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値に復帰するようにとの前記要求の前記送信に
応答して前記ネットワークエンティティから肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの
前記初期値に従って前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとを介して前記第１のＲＡ
Ｔを用いた通信を実施することと
　をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＵＥが前記肯定応答を受信しないとき、前記第１の時間の後に前記ＵＥ　ＲＩを前
記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に低減するようにとの前記要求の後続のインスタンスを
前記ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記要求の前記後続のインスタンスの肯
定応答を受信しないとき、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順を実施するために前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに離調させることと、
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲ
ＡＴを用いた通信を実施することと
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記要求の前記後続のインスタンスは、前記要求の前記後続のインスタンスの前の前記
要求が前記ネットワークに送信されるサブフレームよりも早いサブフレームにおいて前記
ネットワークエンティティに送信される、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記送信することは、
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の
開始の前に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも部分的に
重複するとき、前記第１の時間の前に前記ネットワークエンティティに前記要求を送信す
ること、または
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の
開始の後に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも部分的に
重複するとき、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間の前記開始の前に前記ネッ
トワークエンティティに前記要求を送信すること
　を備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記初期値に復帰するようにとの前記要求を前記ネットワークエンティティに前記送信
することは、
　前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間が終了する時間と、前記第２のＲＡＴに関連
する前記手順の実施が終了する時間とのうちの遅いほうの時間において、前記ＵＥ　ＲＩ
の前記初期値に復帰するようにとの前記要求を前記ネットワークエンティティに送信する
こと
　を備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に基づいてチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）ま
たはプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）のうちの少なくとも１つを更新するこ
と
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　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いた通信のために第１のアンテナと第２のアン
テナとを使用するユーザ機器（ＵＥ）である、ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　　第１の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のために前記第２のアンテナが使用
されるべきであると決定することと、
　　前記決定に基づいて前記第１の時間において前記第１のＲＡＴを用いた前記通信のた
めにＵＥランクインデックス（ＲＩ）を初期値から低減された値に低減することと
　を行うように構成された、
　装置。
［Ｃ１２］
　前記第２のアンテナが、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順のために使用される間、
前記第２のアンテナが前記第１のＲＡＴを用いた通信のために利用不可能である、Ｃ１１
に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１の時間の前に前記ＵＥ　ＲＩを前記低減された値に低減するようにとの要求を
ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが前記送信に応答して肯定応答を受信したとき、前記第２のＲＡＴに関連する
前記手順を実施するために前記第２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴ
に離調させることと、
　前記ＵＥが前記送信に応答して前記肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの前記低
減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲＡＴを用いた通信を実施す
ることと
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記肯定応答を受信しないとき、前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに前記離調させるのを控えること
と、前記ＵＥ　ＲＩを前記初期値に戻すことと
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が実施された後に、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値
に復帰するようにとの要求を前記ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値に復帰するようにとの前記要求の前記送信に
応答して前記ネットワークエンティティから肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの
前記初期値に従って前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとを介して前記第１のＲＡ
Ｔを用いた通信を実施することと
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＵＥが前記肯定応答を受信しないとき、前記第１の時間の後に前記ＵＥ　ＲＩを前
記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に低減するようにとの前記要求の後続のインスタンスを
前記ネットワークエンティティに送信することと、
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記要求の前記後続のインスタンスの肯
定応答を受信しないとき、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順を実施するために前記第
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２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに離調させることと、
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲ
ＡＴを用いた通信を実施することと
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記要求の前記後続のインスタンスは、前記要求の前記後続のインスタンスの前の前記
要求が前記ネットワークに送信されるサブフレームよりも早いサブフレームにおいて前記
ネットワークエンティティに送信される、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記ネットワークエンティティに前記要求を送信するように構成された前記少なくとも
１つのプロセッサは、
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の
開始の前に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも部分的に
重複するとき、前記第１の時間の前に前記ネットワークエンティティに前記要求を送信す
ること、または
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時
間の前記開始の後に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも
部分的に重複するとき、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間の前記開始の前に
前記ネットワークエンティティに前記要求を送信すること
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記初期値に復帰するようにとの前記要求を前記ネットワークエンティティに送信する
ように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間が終了する時間と、前記第２のＲＡＴに
関連する前記手順の実施が終了する時間とのうちの遅いほうの時間において、前記ＵＥ　
ＲＩの前記初期値に復帰するようにとの要求を前記ネットワークエンティティに送信する
　ようにさらに構成された、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に基づいてチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）ま
たはプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）のうちの少なくとも１つを更新する
　ようにさらに構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ２１］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いた通信のために第１のアンテナと第２のアン
テナとを使用するユーザ機器（ＵＥ）である、ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のために前記第２のアンテナが使用さ
れるべきであると決定するための手段と、
　前記決定に基づいて前記第１の時間において前記第１のＲＡＴを用いた前記通信のため
にＵＥランクインデックス（ＲＩ）を初期値から低減された値に低減するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２２］
　前記第２のアンテナが、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順のために使用される間、
前記第２のアンテナが前記第１のＲＡＴを用いた通信のために利用不可能である、Ｃ２１
に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第１の時間の前に前記ＵＥ　ＲＩを前記低減された値に低減するようにとの要求を
ネットワークエンティティに送信するための手段と、
　前記ＵＥが前記送信に応答して肯定応答を受信したとき、前記第２のＲＡＴに関連する
前記手順を実施するために前記第２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴ
に離調させるための手段と、
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　前記ＵＥが前記送信に応答して前記肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの前記低
減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲＡＴを用いた通信を実施す
るための手段と
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記肯定応答を受信しないとき、前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに前記離調させるのを控えるため
の手段と、前記ＵＥ　ＲＩを前記初期値に戻すための手段と
　をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が実施された後に、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値
に復帰するようにとの要求を前記ネットワークエンティティに送信するための手段と、
　前記ＵＥが、前記ＵＥ　ＲＩの前記初期値に復帰するようにとの前記要求の前記送信に
応答して前記ネットワークエンティティから肯定応答を受信したとき、前記ＵＥ　ＲＩの
前記初期値に従って前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとを介して前記第１のＲＡ
Ｔを用いた通信を実施するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＵＥが前記肯定応答を受信しないとき、前記第１の時間の後に前記ＵＥ　ＲＩを前
記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に低減するようにとの前記要求の後続のインスタンスを
前記ネットワークエンティティに送信するための手段と、
　前記ＵＥが前記ネットワークエンティティから前記要求の前記後続のインスタンスの肯
定応答を受信しないとき、前記第２のＲＡＴに関連する前記手順を実施するために前記第
２のアンテナを前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴに離調させるための手段と、
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に従って前記第１のアンテナを介して前記第１のＲ
ＡＴを用いた通信を実施するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　送信するための前記手段は、
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間の
開始の前に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも部分的に
重複するとき、前記第１の時間の前に前記ネットワークエンティティに前記要求を送信す
ること、または
　前記第２のＲＡＴに関連する前記手順が、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時
間の前記開始の後に開始し、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間と少なくとも
部分的に重複するとき、前記第１のＲＡＴに関連する前記スリープ時間の前記開始の前に
前記ネットワークエンティティに前記要求を送信すること
　を行うように構成された、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記初期値に復帰するようにとの前記要求を前記ネットワークエンティティに送信する
ための前記手段は、
　前記第１のＲＡＴに関連するスリープ時間が終了する時間と、前記第２のＲＡＴに関連
する前記手順の実施が終了する時間とのうちの遅いほうの時間において、前記ＵＥ　ＲＩ
の前記初期値に復帰するようにとの前記要求を前記ネットワークエンティティに送信する
　ように構成された、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記ＵＥ　ＲＩの前記低減された値に基づいてチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）ま
たはプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）のうちの少なくとも１つを更新するた
めの手段
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
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［Ｃ３０］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いた通信のために第１のアンテナと第２のアン
テナとを使用するユーザ機器（ＵＥ）のためのコンピュータプログラム製品であって、
　　第１の時間において第２のＲＡＴに関連する手順のために前記第２のアンテナが使用
されるべきであると決定するためのコードと、
　　前記決定に基づいて前記第１の時間において前記第１のＲＡＴを用いた前記通信のた
めにＵＥランクインデックス（ＲＩ）を初期値から低減された値に低減するためのコード
と
　を備えるコンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータプログラム製品。
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